
 

        日本における中国考古学関係文献目録(1991年） 

 

                   大島誠二・小沢正人・八木春生 

 

１．本目録は、1991年１月～12月に日本において刊行された中国考古学関係文献の目録 

 である。 

２．出土文献史料については、金石・簡牘・帛書の類を扱ったものを中心に収録した。 

３．本目録作成に当たっては、『史学雑誌』掲載の「史学文献目録」を参照させていただ 

 いた。 

４．本目録には、未確認のデータも一部含まれている。 

 

著書 

１月 

●孔 祥星・劉 一曼著 高倉洋彰・田崎博文・渡辺芳郎訳 『図説中国古代銅鏡史』 中

国書店 303p 

●児嶋隆人先生喜寿記念事業会編『児嶋隆人先生喜寿記念論集 古文化論叢』 907 p 

  潮見 浩 「漢代鉄鏡貴書」 pp721～731 

  賀川光夫 「後漢末三国鏡の画像と銘文 景初四年銘文をめぐって」 pp733～750 

  韓 保全著 今井 俊・重近啓樹共訳 「唐代長安城内における外来宗教の祠宇」  

pp751～764 

  西谷 正 「唐章懐太子李賢墓の礼賓図をめぐって」 pp765～782 

●鶴見良行・村井吉敬 『道のアジア史 モノ・ヒト・文化の交流』 同文館 292p 

●星野良作 『広開土王碑研究の軌跡』 吉川弘文館 195p 

●李 学勤著 五井直弘・姜 鎮慶訳 『春秋戦国時代の歴史と文物』 研文出版 323p 

２月 

●国際学術シンポジウム報告書編集委員会編 『東アジアの社会と経済 89国際学術シン

ポジウム報告書』 大阪経済法科大出版部 310p 

  鄭 永振 「中国東北地区における最近の考古学上の発見」 pp200～223 

  厳 文明 「中国先史稲作遺物の新発見」 pp224～231 

  宋 文薫 「台湾先史時代の農耕文化と卑南遺跡の発掘について」 pp232～238 

 「討論」 pp245～297 

●谷口 満 『先秦都市の研究 内城外郭式構造・社会的構造変化・長江流域都市（平成

元・２年度科学研究費研究成果報告書）』 52p 

●長澤和俊 ＮＨＫ取材班編集 『ＮＨＫ大英博物館５ 中央アジア・東西文明の十字路』

日本放送出版協会 175 p 



●西林昭一 『書の文化史（上）』 二玄社 32 p 

●林巳奈夫 『中国古玉の研究』 吉川弘文館 601p 

３月 

●飯島武次 『中国新石器文化研究』 山川出版社 409 p 

●浦野俊則 『近出殷周金文集成』第二集 二松学舎大学東洋学研究所 363 p 

●愛宕 元 『中国の城郭都市 殷周から明清まで』 中央公論社 220p 

●五井直弘他 『文部省科学研究費補助金（海外学術調査）「日本と中国における都市の比

較史的研究」研究報告第２号』 49p 

  五井直弘 「中国古代の漕運」 pp１～８ 

  坪井清足 「瓦の起源の東西比較」 pp９～15 

  宇都木章 「春秋時代の都城包囲」     pp16～23 

  李 学勤 「銀雀山出土の竹簡にみえる市法について』 pp24～28 

  李 祖徳 「回顧と展望」 pp29～31 

 「中国古代都城史関係文献目録」 pp40～49 

●潮見 浩 『東アジア出土鉄器地名表 Ｉ』 広島大学文学部考古学研究室 89p 

●吐魯番出土文物研究委員会編 『吐魯番出土文物研究情報集録（平成２年度科学研究費

研究成果報告書）』 

●古屋奎二 『故宮博物院秘宝物語 中国四千年の心をもとめて』 淡交社 244p 

●山田慶見・田中 淡編 『中国古代科学史論（続編）』 京都大学人文科学研究所 832p 

  田中 淡 「『墨子』城守諸篇の築城工程（続完) 」 pp385～423 

  郭 湖生 「魏晋南北朝至隋唐宮室制度沿革 兼論日本平城京的宮室制度」 pp753～

805 

●黎 先耀主編 『中国博物館総覧』下巻 『中国博物館総覧』刊行委員会刊 324 p 

４月 

●末次信行 『殷代気象卜辞の研究』 玄文社 330p 

●ハ・ヴァン・タン編著 菊池誠一訳 『ベトナムの考古文化』 六興出版 261p 

５月 

●上田正昭編 『古代の日本と東アジア』 小学館 479p 

  河上邦彦 「中国漢代墓の一つの墓制 面罩」 pp286～311 

  熊倉浩靖 「王子形水瓶、東国古墳出土の意義と背景 北朝・朝鮮・東国関係史への       

一視角」 pp348～374 

  王 維坤 「平城京の模倣原型」 pp439～461 

  田中俊明 「朝鮮三国の都城制と東アジア」 □ 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明１ 序論』（復刊） 

思索社 359 p 

●滝口 宏編 『早稲田大学考古学会創立 40周年記念考古学論集 古代探叢Ⅲ』 早稲田



大学出版部 672 p 

  馬目順一 「高句麗龕神塚型火焔状起翹紋の変遷」 pp513～556 

  岡内三真 「東アジアにおける古墳の変遷」 pp557～582 

  楊 巨中著 工藤元男訳・解説「『日書』より見た秦人の神々の観念とその占いの       

方法について」 pp583～595 

●並河万里 『秘宝・草原のシルクロード』 講談社 217p 

●西川 寧 『西川寧著作集第一巻 中国書法叢考Ｉ』 二玄社 

●東アジア文化交流史研究会 『呉越の風 筑紫の火』 

  白木原和美 「呉越の鏡と有明海」 pp57～62 

  柳田康雄 「呉越の剣とその波及」 pp68～70 

  菅谷文則 「東洋のガラス、弥生のガラス」 pp77～80 

  小谷次男 「江南の絹・弥生の絹」 pp89～94 

  樋口隆康 「中原と違う江南の独自性」 pp108～109 

  岡村秀典 「呉越の青銅器文化」 pp110～112 

  杉本憲司 「呉越の「鳥」と「環濠」」 pp120～122 

  山田慶兒 「発見された馬王堆医書」 pp123～125 

  茂在寅男 「呉・越のころの船」 pp126～127 

  毛 昭晰 「江南文化と古代日本」 pp128～130 

  劉 建国 「呉越文化の重要性」 pp131～133 

  董 楚平 「外越と倭、甌との関係について」 pp134～135 

  陳 文華 「閩越人と倭人の交流」 pp138～140 

  菅谷文則 「呉越の考古学」 pp153～156 

  安 志敏 「江南の高床建築」 pp157～160 

  中牟田賢治 「滝城遺跡と環濠集落」 pp161～163 

  宮島昭二郎「自然風土と稲作農業」 pp164～166 

  藤原宏志 「中国・太湖地方の水田址調査」 pp167～169 

  岩政正男 「日本柑橘のふるさと呉越」 pp174～176 

  宮嵜貞巳 「大豆の道、サトイモの道」 pp177～179 

  赤松紀彦 「古代呉越の食文化」 pp180～181 

６月 

●小田富士雄・韓 炳三編 『日韓交渉の考古学 弥生時代篇』 六興出版 576 p 

  岡内三眞 「東アジアの青銅器」 pp90～101 

  李 榮勲 「韓半島南部の中国系青銅器」 pp138～140 

  高倉洋彰・渡部明夫・寺沢 薫 「日本の大陸系青銅器」 pp141～154 

  谷 豊信 「楽浪郡地域の土器」 pp190～195 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明 ２ 思想史 



（上）』（復刊） 思索社 388 p 

●西林昭一編著 『ヴィジュアル書芸術全集第四巻 三国～東晋 』雄山閣 145 p 

●肥後考古学会編 『交流の考古学 三島格会長古稀記念肥後考古第８号』 633 p 

  劉 茂源 「江南地区における百越文化」 pp313～326 

  新田栄治 「貝符紋様の型式学」 pp329～345 

  賀川光夫 「中国後漢末銅鏡 神獣画像と各種三角縁鏡体について」 pp347～368 

  高木恭二 「博局鳥文鏡の系譜」 pp369～402 

  緒方 勉 「弾花（綿打ち）について」 pp595～606 

７月 

●窪田蔵郎 『鉄の文明史』 雄山閣 262 p 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明３ 思想史 （下）』

（復刊） 思索社 383 p  

●西川 寧『西川寧著作集第二巻 中国書法叢考Ⅱ』 二玄社 

●馬 承源監修 汪 慶正・長谷部楽爾・弓場紀知・西田宏子編 『上海博物館 中国・

美の名宝２ 完璧なかたちと色をもとめて～古代・唐・宋の陶磁器』 日本放送出版協会・

上海人民美術出版社 176p 

●龍 遼一 『中国音楽再発見 楽器篇』 第一書房 

８月 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明４ 数学』（復刊） 

思索社 208p 

●西林昭一編集 飯山三九郎著 『ヴィジュアル書芸術全集第三巻 漢Ⅱ（簡牘・帛書・

瓦塼・金文）』 雄山閣 149p 

９月 

●愛媛大学人文学会編 『愛媛大学人文学会創立 15周年記念論集』 愛媛大学人文学会 

618 p 

  宮本一夫 「戦国時代燕国副葬陶器考」 pp179～195 

  若江賢三 「秦律中の城旦舂について」 pp165～183 

●坂出祥伸 『中国古代の占法 技術と呪術の周辺』 研文出版 239p 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明５ 天の科学』 

（復刊） 思索社 436p 

●中国硅酸塩学会編 佐藤雅彦・長谷部楽爾・弓場紀知日本語版監修 『中国陶磁通史』 

平凡社 428p 

●西川 寧 『西川寧著作集第三巻 中国書法叢考Ⅲ』 二玄社 

●馬 承源監修 汪 慶正・長谷部楽爾・弓場紀知・西田宏子編 『上海博物館 中国・

美の名宝３ 東西交流と皇帝の文化～元・明・清の陶磁器』 日本放送出版協会・上海人

民美術出版社 176 p 



10月 

●伊藤清司先生退官記念論文集編集委員会編 『中国の歴史と民俗』 第一書房 375 p 

  太田侑子 「中国古代における夫婦合葬 その発生と展開および家族制度との関わり」 

pp197～221 

  武者 章 「三式□鐘銘より見た西周中期社会の一動向」 pp319～341 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明６ 地の科学』 

（復刊） 思索社 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修『中国の科学と文明７ 物理学』（復刊） 

思索社 515p 

●菅谷文則 『日本人と鏡』 同朋舎出版 200p 

●西林昭一編集 大橋修一著 『ヴィジュアル書芸術全集第五巻 南北朝』 雄山閣 □ 

●藤枝 晃 『文字の文化史』（復刊） 岩波書店 293p 

11月 

●ジョセフ・ニーダム著 東畑精一・薮内 清監修 『中国の科学と文明８ 機械工学 

（上）』（復刊） 思索社 □ 

●西川 寧 『西川寧著作集第四巻 西域出土晋代墨蹟の書道史的研究』 二玄社 □ 

●馬 承源監修 馬 承源・樋口隆康・西村俊範編 『上海博物館 中国・美の名宝１ 鬼

神の礼楽の器～青銅器の世界』 日本放送出版協会・上海人民美術出版社 176p 

●渡部 武 『画像が語る中国の古代』 平凡社 284p 

12月 

●ヴォルフラム・エバーハルト著 大室幹雄他訳 『中国文明史』 築摩書房 370p 

●加藤 繁 『中国貨幣史研究 東洋文庫論叢第 56』 東洋文庫 465 p 

●李 殿福著 西川 宏訳 『高句麗・潮海の考古と歴史』 学生社 222p 

●劉 慶柱・李 毓芳著 来村多加史訳 『前漢皇帝陵の研究』 学生社 336p 

 

展覧会図録 

１月 

●朝日新聞社 『現代書道二十人展第 35回記念トゥルファン古写本展』 □ 

３月 

●藤沢市教育委員会編 『高橋コレクション総目録Ⅵ 東アジア』 □ 

４月 

●石川県立歴史博物館編 『シルクロードと仏教文化 大谷探検隊の軌跡』 □ 

●広島県立歴史博物館編 『瀬戸内の中国陶磁』 94p 

５月 

●『紀元前 中国陶瓷』 浦上蒼穹堂 96p 

９月 



●天理大学付属天理参考館編 『天理ギャラリー第 90回展 中国古代の鏡』 24p 

10月 

●明石市立文化博物館編 『江南の文物 中華人民共和国南京博物院・無錫市博物館特別

展』 100 p  

●和泉市久保惣記念美術館編 『六朝時代の金銅仏』 200p 

●大阪市立美術館編 『中国戦国時代の美術 金の輝きと精緻の技』 176p 

●奈良県橿原考古学研究所附属博物館編 『魔鏡 光の考古学』 60p  

●京都国立博物館編 『日本人が好んだ中国陶磁』 □ 

11 月 

●飯塚市歴史資料館編 『西安出土漢唐陶俑展』 56p 

発行月日未確認 

●東京国立博物館・京都国立博物館・朝日新聞社編 『ドイツ・トゥルファン探検隊 西

域美術展』 □ 

●京都国立博物館・ベルリン東洋美術館・毎日放送編 『ベルリン東洋美術館名品展』 188 

p 

 

論考・資料紹介 

１月 

●荒川正晴 「阿斯塔那・哈拉和卓古墳群墳墓一覧補訂」 吐魯番出土文物研究会 会報

53 

●上田秀夫 「16世紀末から 17世紀前半における中国製染付碗・皿の分類と編年への予察」

関西近世考古学研究１ 

●沢田正昭・肥塚隆保 「辰馬考古資料館蔵・景初四年銘龍虎鏡の保存科学的調査」 辰

馬考古資料館考古学研究紀要２ pp11～18 

●佐原康夫 「漢長安城未央宮三号建築遺址について」 史林 74－１ pp102～117 

●田中 琢 「「景初四年」銘鏡と三角縁神獣鏡」 辰馬考古資料館考古学研究紀要２ pp

１～10 

●東野治之 「開元通宝の銭文 高昌・日本の銭貨との関連から」 辰馬考古資料館考古

学研究紀要２ pp119～□ 

●布目順郎 「景初四年銘龍虎鏡及び吾作銘四神四獣鏡に付着する織物について」 辰馬

考古資料館考古学研究紀要２ pp23～56 

●林 俊雄 「モンゴル高原における古代テュルクの遺跡」 東方学 81 pp166～179 

●林巳奈夫 「漢墓の画像（１）」 中国語 pp48～51 

●馬淵久夫・平尾良光 「景初四年銘龍虎鏡の鉛同位体比」 辰馬考古資料館考古学研究

紀要２ pp19～22 

２月 



●浅原達郎 「「熱中」の人 端方伝（３）」 泉屋博古館紀要７ pp23～47 

●岡村秀典 「戦国から秦漢への文様の展開」泉屋博古館紀要７ pp48～69 

●岡村秀典 「仰詔文化の集落構造」 史淵 128 pp121～146 

●小谷仲男 「クシャン王朝と漢代西域」 富山大学人文学部紀要 17 pp１～22 

●倉林員砂斗 「集団墓分析論Ⅱ 斉家文化を例として（２）」 金沢大学文学部論集（史

学科）11 pp１～56 

●甲元眞之 「東北アジアの初期農耕文化 自然遺物の分析を中心にして」 『横山浩一 

先生退官記念論文集Ⅱ 日本における初期弥生文化の成立』 横山浩一先生退官記念事業 

会刊 pp553～613 

●菅谷文則 「中国大陸の円墳」 古代学研究 124 pp42～44 

●角谷常子 「漢代画像石研究ノート」 泉屋博古館紀要 7 pp79～109 

●竹内康浩 「『春秋』から見た五等爵制 周初に於ける封建の問題」 史学雑誌 100－２ 

pp40～74 

●西谷 正 「紀元前後の東アジア」 『弥生文化 日本文化の源流をさぐる』 □ 

●林巳奈夫 「漢墓の画像（２）」 中国語 pp48～51 

●樋口隆康 「新収の古鏡について」 泉屋博古館紀要７ pp３～21 

●平勢隆郎 「侯馬盟書「□」・「□」の字釈とその関連問題“趙「稷」・「范」氏”なる字

釈による時期決定の検討を基礎として」 史淵 128 pp45～76 

●船越 信 「宰□角」泉屋博古館紀要７ pp70～78 

●弓場紀知 「中国陶磁史（40） 明代陶磁の展開(12) 明末～清朝初期の陶磁」 陶説

455 pp69～75 

３月 

●穴沢咊光 「五胡十六国の考古学・下」 古代学評論２ pp67～99 

●新井光風 「『曾侯乙墓竹簡』 全貌が公になった現存最古の竹簡」 書道研究 1991－３  

pp46～59 

●鵜島三壽 「龍紐を持つ鏡 大田南２号墳出土鏡を中心に」 京都府埋蔵文化財論集２  

pp63～72 

●浦野俊則 「金文『得』字三体」 二松学舎大学人文論叢 46 pp１～７ 

●海野一隆 「東洋地図学史」 科学史研究Ⅱ－30（１７７） pp１～14 

●江村治樹 「春秋時代青銅器銘文の書式と用語の時代的変遷（続）」 名古屋大学文学部

研究論集（史学）37 pp49～69 

●大櫛敦弘 「中国古代における鉄製農具の生産と流通」 東洋史研究 49－４ pp１～ 

19 

●大脇 潔 「研究ノート 丸瓦の製作技術」 奈良国立文化財研究所学報 49（研究論集

Ⅸ)   pp１～56 

●岡村秀典 「三世紀の東アジア情勢と鏡の贈与」 『卑弥呼の銅鏡百枚の謎 銅鏡の製 



作と分布（第５回国際シンポジウム資料集）』 福岡県教育委員会 

●加藤 修 「多室墓の性格からみた高句麗壁画古墳」 女子美術大学紀要 21 pp79～94 

●鎌田茂雄 「剡県石仏と僧祐律師」 愛知学院大学文学部紀要 20 pp335～345 

●来村多加史 「唐陵選地考」 関西大学考古学等資料室紀要８ pp15～49 

●高 寛敏 「広開土王陵碑文のいわゆる辛卯年条について」 大阪経済法科大学アジア

研究所年報２ pp13～24 

●後藤雅彦 「中国東南部の先史文化 福建・曇石山文化を中心に」 史学研究集録 16 pp

７～34 

●小林伸二 「春秋紀国小考」 鴨台史論４ pp１～12 

●佐原康夫 「漢代祠堂画像考」 東方学報 63 pp１～60 

●澤田多喜男 「『馬王堆漢墓帛書』徳篇・道篇考 原初的『老子』試探」千葉大学人文研

究 20 pp59～105 

●杉本憲司 「「三国志」時代の城郭」歴史読本 1991－３ 

●澄田正一 「遼東半島の積石塚 老鉄山と四平山」 愛知学院大学文学部紀要 20 pp377

～387 

●曽布川寛 「南朝帝陵の石獣と碑画」 東方学報 63 pp115～263 

●高橋 徹 「唐代樂安孫氏研究」 学習院史学 29 pp54～69 

●高浜侑子 「漢代葬式事情」跡見学園女子大学文化学会フォーラム９ pp64～65,70 

●谷口 満 「下里巴人新解 先秦都市城外の居住民」 北海道教育大学人文論究 51 

pp19～38 

●鶴間和幸 「秦漢比較都城論 咸陽・長安城の建設プランの継承」 茨城大学教養部紀

要 23 pp25～53 

●西谷 大 「海南島における土器づくり」 国立歴史民俗博物館研究報告 31 pp29～14 

●新田栄治 「考古学の問題点」 『講座東南アジア学４ 東南アジアの歴史』 弘文堂 

●林巳奈夫 「漢墓の画像（３）」 中国語 pp46～48 

●福田友之 「津軽半島今津遺跡の扇状三足土器 「江南文化和古代的日本」に関連して」 

青森県考古学６ 

●松崎つね子 「戦国楚の木俑と鎮墓獣について」 駿台史学 82 pp１～23 

●松丸道雄 「東アジア古代青銅器文化の特異陛」 『高橋コレクション総目録 VI 東ア

ジア』 藤沢市教育委員会 pp５～17 

●宮本一夫 「遼東半島周代併行土器の変遷 上馬石貝塚Ａ・ BⅡ区を中心に 」考古学

雑誌６－４ pp60～86 

●村上恭通 「沿海州における考古学の諸問題」 古代学評論２ pp47～66 

●村上行弘 「東アジアの遺跡視察メモから 東京城・周口店・大同江流域・韓国の壁画

古墳」 大阪経済法科大学アジア研究所年報２ pp39～44 

●吉本道雅 「淮夷小考」 『清朝治下の民族問題と国際関係」 pp106～111 



●李 均明 「居延新簡概述」 関西大学東西学術研究所紀要 24 pp73～85 

●李 均明 「居延新簡的法制史料」 関西大学東西学術研究所紀要 24 pp87～97 

４月 

●王 巍 「仰詔文化前期の社会形態」 博古研究創刊号 pp１～19 

●角張淳一 「日本の前・中期旧石器時代における円盤状石核 中国丁村出土旧石器との

比較から」 大平臺史窓 10 

●西谷 正 「シルクロードの考古学 新疆から朝鮮・日本まで」 『ウイグル その人

びとと文化』 

５月 

●今村啓爾 「ヴェトナム・ランヴァク遺跡の発掘調査について」 東南アジア考古学会

会報 11 pp109～111 

●岡田 健 「龍門石窟初唐造像論 その三・高宗後期」 佛教藝術 196 pp93～119 

●厳 文明 「中国稲作農耕の起源および早期における伝播」 『シンポジウム 日本に

おける稲作農耕の起源と展開』 学生社 pp９～16 

●後藤雅彦 「先史中国東南沿海地域の特殊性」 東南アジア考古学会会報 11 pp47～57 

●田中公明 「敦煌出土の蓮華部八尊曼茶羅について」 出光美術館館報 75 pp４～20 

●永田英正 「中国の木簡」 しにか 1991－５ 

●長谷川道隆 「鎮墓獣雑考」 古代文化 43－５ pp21～31 

●松本伸之 「中国古式金銅仏の形式について 菩薩立像数例をめぐって」 

MUSEUM482 pp４～15 

●横倉雅幸 「ドンソン出土の青銅製短剣」 東南アジア考古学会会報 11 pp112～113 

●米沢容一 「東部台湾沿海部の遺跡」 東南アジア考古学会会報 11 pp58～64 

６月 

●上原淳道 「前漢の時期の二つの楚王の墓の発掘報告について」 汲古 19 pp12～16 

●黄 名時 「唐代の天子鏡 その盛行年代を中心として」 『竹田晃先生退官記念 東

アジア文化論叢』 汲古書院 pp255～277 

●佐原康夫 「居延漢簡に見える物資の輸送について」 東洋史研究 50－１ pp１～33 

●田中 淡 「中国の住まい 四合院と南北の伝統」 しにか 1991－６ 

 

●福永伸哉 「三角縁神獣鏡の系譜と性格」 考古学研究 38－１ pp35～58 

●藤田勝久 「関中地域の水利開発 鄭国渠・成国渠の水利遺跡をめぐって」 社会科学

研究 21 pp１～15 

●松丸道雄 「殷周青銅器と銘文の製作技法を探る」 墨 90 

●三木太郎 「魏の紀年鏡に関する試論 『漢簡』・鏡銘の分析を通して」 日本歴史 517  

pp41～56 

●宮崎洋一 「顔真卿書「殷夫人顔君碑」について 顔真卿の晩年の書風に関する一考察」 



書学書道史研究創刊号 pp68～82 

●吉田 寅 「中国四川省の井塩生産図について」 日本塩業の研究 20 pp181～194 

７月 

●伊藤道治 「戠字考 第２期の戠祭を中心にして」 関西外国語大学研究論集 54（関 

西外国語大学創立 25周年記念論文集） pp527～547 

●田中 淡 「中国建築の伝統とその優越性 東アジア建築文化の諸相」 国際交流 56 □ 

●西谷 正 「西域の印章」 九州歴史大学講座 11 

●林巳奈夫 「中国古代における日の量と神話的圖像」 史林 74－４ pp96～121 

●松原三郎 「山東省出土の仏像」 古美術 99 pp72～77 

●八木春生 「雲崗石窟に見られる「藤座式柱頭」についての一考察」 佛教藝術 197 pp28

～66 

●山下志保 「漢代画像石墓の構造と変遷」 古文化談叢 25 pp123～162 

８月 

●工藤元男 「『日書』の風景 データベース化による先秦社会の諸相」 古代文化 43－８ 

pp１～13 

●田中 淡 「中国の皇帝の宮室」 『邸宅佳人 住まいの文化誌』 ミサワホーム総合

文化研究所 □ 

●松丸道雄 「殷周青銅器銘文の製作技法」 近代詩文書作家協会会報 36 

●森安孝夫 「ウイグル＝マニ教史の研究」 大阪大学文学部紀要 31・32 pp1～248 

９月 

●相川佳予子 「『帛書』とその周辺」 古代文化 43－９ pp40～42 

●江村治樹 「陶器・瓦」 古代文化 43－９ pp47～56 

●大川俊隆 「秦漢期の帛書の出土と研究の紹介」 古代文化 43－９ pp24～33 

●岡内三眞 「水稲耕作の東伝」 月刊考古学ジャーナル 337 pp２～６ 

●岡村秀典 「秦漢金文の研究視角」 古代文化 43－９ pp59～69 

●佐原康夫 「漢長安城未央宮３号建築遺跡出土の骨片刻銘」 古代文化 43－９ pp57～

58 

●角谷常子 「秦漢時代の石刻資料」 古代文化 43－９ pp３～12 

●辻 正博 「帛書地図」 古代文化 43－９ pp34～39 

●永田英正 「特輯『中国秦漢時代の出土文字資料』に寄せて」 古代文化 43－９ pp１

～２ 

●涜田英作 「前漢における剣と闘争」 史観 125 pp24～39 

●藤田高夫 「秦漢時代の簡順資料」 古代文化 43－９ pp13～23 

●藤原宏志 「日本における稲作の起源と伝播に関わる一、二の考察」 月刊考古学ジャ

ーナル 337 pp36～39 

●船越 信 「秦漢の瓦塼文刑徒墓誌」 古代文化 43－９ pp43~46 



●山名伸生 「桂林の調露元年銘摩崖仏について」 佛教藝術 198 pp85～109 

●弓場紀知「中国陶磁史（41）清朝陶磁（１）」 陶説 462 pp91～96 

●吉村昌之 「居延新出の王莽簡について」 史泉 74 pp17～44 

●吉本道雅 「西周冊命金文考」史林 74－５ pp38～66 

10月 

●国吉菜津子 「流球における陶磁貿易の一考察」 南島史学 38 pp１～38 

●鈴木 敦 「殷後期における大墓の系譜」 博古研究１－２ pp27～53 

●谷口義介 「殷の祖神系譜の時間的構造」 熊本短大論集 42－１・２ pp280～259 

●中村慎一 「江南の稲作文化 その起源と進化」 日中文化研究２ pp146～160 

●森 浩一 「古代における日本と江南」 日中文化研究２ pp38～44 

●門田誠一 「東アジアにおける巨樹と鳥の意匠 藤ノ木古墳出土金銅冠の紋様と図像学

的解釈の試み」 古代学研究 126 pp15～25 

●弓場紀知 「中国陶磁史（42） 清朝陶磁（２）」 陶説 463 pp80～84 

●李 盛珪 「遼水考」 古代文化 43－10 pp34～41 

11月 

●秋山進午 「夏家店下層文化の諸問題」 日本中国考古学会会報創刊号 pp１～６ 

●袁 靖 「馬家窯文化小坪子類型を論ずる」 日本中国考古学会会報創刊号 pp７～19 

●岡野智彦 「エジプト出土の中国陶磁の現状 港湾関連遺跡を中心として」 考古学ジ

ャーナル 340 pp33～39 

●岡村秀典 「西安の漢唐考古学」 『西安出土漢唐陶俑展』 飯塚市歴史資料館 

●小川 誠 「中国古代国家成立のメカニズム」 比較文明７ pp65～78 

●梶山 勝 「中国嶺南地方の葬制 新石器時代晩期を中心として」 古代文化 43－11 

pp13～25 

●梶山 勝 「漢魏晋代の出土印からみた「漢倭奴國王」金印」 『古代合衆国・九州ア

ジアと結ぶ海』 九州歴史大学講座事務局発行 □ 

●金沢 陽 「東南アジア・インド出土の中国陶磁」 考古学ジャーナル 340 pp25～32 

●黄 暁呉 「秦の墓制とその起源」 史林 74－６ pp109～144 

●甲元眞之 「遼西地方における青銅器文化の形成」 国立歴史民俗博物館研究報告 35  

pp463～479 

●関野 雄 「前方後円墳の起源を探る」 日本中国考古学会会報創刊号 pp55～59 

●高倉洋彰 「稲の来た道」季刊考古学 37 pp40～45 

●高橋忠久 「オスマン朝期、トルコ・トプカプ宮殿に伝世した中国陶磁器をめぐって」 

考古学ジャーナル 340 pp40～47 

●高谷好一 「東アジアから見た日本の初期稲作」 季刊考古学 37 pp76～79 

●田口 勇 「隕鉄製鉄器の自然科学的研究」 国立歴史民俗博物館研究報告 35  pp355

～372 



●竹内康浩 「琱代父□製作の背景 西周後期に於ける青銅器製作の特異な一例」 釧路

論集 23 pp１～39 

●伊達宗泰 「六朝陵墓研究に関する２つの論考」 花園史学 12 pp99～124 

●中村慎一「 長江中流域の早期新石器文化」 日本中国考古学会会報創刊号 pp20～40 

●西谷 大 「大□口文化の廟底溝類型系彩陶」 国立歴史民俗博物館研究報告 35 pp481

～509 

●二宮達雄 「中国北方古代名窯巡礼」 陶説 464 pp15～27 

●松村真紀子 「東アジア出土新石器時代穀物の年代的分布」 季刊考古学 37 pp33～35 

●門田誠一 「瓦からみた高句麗の守墓制と領域支配」 文化史学 47 pp１～11 

●弓場紀知 「日本出土の外国陶磁 １４～１８世紀を中心として」考古学ジャーナル 

3 4 0 pp17～24 

●弓場紀知 「中国陶磁史（43)清朝陶磁（３）」 陶説 464 pp83～88 

12月 

●岩佐貫三 「中国古代文字と商・周の文化（第４篇） 中国古代数字の発生とその段階

についての推論」 中央学術研究所紀要 20 pp14～28 

●禹 在柄 「素環刀の型式学的研究」 待兼山論叢（史学編）25 pp83～113 

●佐々木史朗 「アムール川下流域とサハリンにおける文化類型と文化領域」 国立民族

学博物館研究報告 16－２ pp261～309 

●関野 雄 「中国歴代の瓦当笵」 古文化談叢 26 

●長谷川祥子 「中国青花・釉裏紅磁器における「洪武様式」についての一考察」 成城

文藝 137 pp26～78 

●長谷川道隆 「唐法門寺塔地下石室と舎利および金銀器」 九州考古学 66 pp85～102 

●山下志保 「画像石墓と後漢時代の社会」 熊本大学文学部論叢（史学）37 pp94～128 

●山田勝芳 「甘谷漢簡に関する一考察」 東北大学教養部紀要 56 pp131～150 

●湯浅邦弘 「銀雀山漢墓竹簡古逸兵書の研究『王兵』篇の考察」 古代文化 43－12 pp14

～22 

●李 権生 「山東半島の先史文化の編年及び魯中南の関係（上）」 考古学研究 38－３ 

pp17～39 

●石渡美江 「パルミラ彫刻の縦位メダイヨン葡萄唐草文の東漸」 古代オリエント博物

館紀要 12 

●Michiharu ITO “Yin Religion and Society: Looking beyond the T’ao-t' ieh patterns 

(Supplement)”  The Journal of Intercultural Studies 17・18  pp51～63 

●Terry  F.KLEEMAN ”Sinology in north America: Shang, Zhou and Han China” The 

Journal of Intercultural Studies 17・18 pp86～94 

 

翻訳・訳註 



１月 

●早稲田大学秦簡研究会 「雲夢睡虎地秦墓竹簡「語書」訳注初稿（二）」 史滴 12 pp76

～89 

２月 

●王 士倫著 入倉徳裕訳 「中国古代の湖州銅鏡」古代学研究 124 pp21～26 

３月 

●池田知久 「「馬王堆漢墓出土老子甲本巻後古佚書五行編」訳注（３）」 二松学舎大学

論集 34 pp133～213 

●謝 桂華著 吉村昌之訳 「『建武三年十二月候粟君所責冦恩事』考釋」 史泉 73 pp

１～21 

４月 

●孫 機著 五井直弘訳・解説 「中国古代の鉄」 専修史学 23 pp34～49 

●朴 漢濟著 尹 素英訳 「北魏洛陽社会と胡漢体制 都城区画と住民分布を中心に」

御茶の水史学 34 pp61～93 

６月 

●李 殿福著 西川 宏訳 「わが三十年来の高句麗・渤海遺跡の調査と研究」考古学研

究 38－１ pp60～72 

７月 

●杜 在忠・韓 崗著 康 培仁訳 「山東省諸城出土の石仏像について」 古美術 99 

pp78～85 

９月 

●高橋庸一郎 「睡虎地秦簡『語書』釈字注解（上）」 阪南論集（人文自然科学編）27－

２ pp１～７ 

10月 

●王 士倫著 松中由美子訳 「中国漢・六朝の銅鏡銘文」古代学研究 126 pp33～41 

●董 楚平著 原島春雄訳 「倭のルーツ 越」 日中文化研究２ pp22～37 

●楊 蔭瀏著 吉川良和訳 「中国古代音楽史稿（１）」 神奈川大学人文研究 110 pp19

～47 

11月 

●高広仁著 飯島武次訳 「中国沖積世の気候環境の復元研究」 日本中国考古学会会報

創刊号 pp41～46 

●徐 淑彬著 加藤真二訳 「中国山東省沂河・□河地域の細石器文化」 旧石器考古学

43 pp17～24 

●邵 望平著 西江清高訳 「中国新石器時代の玉器」 日本中国考古学会会報創刊号 

pp47～54 

12月 



●郭大順著 岡村秀典訳 「遼寧先史考古学と遼河文明の探索」 九州考古学 66 pp59～

70 

●許 玉林著 岡村秀典訳 「遼東半島石棚と大石蓋墓概論」 九州考古学 66 pp71～80 

●李 殿福著 西川 宏訳「高句麗山城の構造と変遷」九州考古学 6 6 pp81～83 

 

書評・学界動向他 

１月 

●木村 誠 「武田幸男著『高句麗史と東アジア 「広開土王碑」研究序説』」 史学雑誌

100－２ pp95～103 

●弓場紀知 「出光美術館（大阪）開館１周年記念唐三彩展」 陶説 454 pp66～69 

３月 

●大庭 脩他 「甘粛省文物考古研究所編『秦漢簡牘論文集』」 史泉 73 pp50～76 

●大庭 脩 「中国木簡研究の近況と課題」 書道研究 1991－３ pp30～45 

●中野照男 「東京国立博物館西域美術展」 月刊文化財 330 pp４～13 

４月 

●□信祐爾 「ドイツ・トゥルファン探検隊 西域美術展によせて」 古美術 98 pp49～

63 

●弓場紀知・荒川正明 「出光美術館開館２５周年記念特別展」陶説 457 pp17～22 

５月 

●間瀬収芳 「1990年度の歴史学界 回顧と展望 中国 殷・周・春秋」 史学雑誌 100

－５ pp198～204 

●籾山 明 「1990年度の歴史学界 回顧と展望 中国 戦国・秦漢」 史学雑誌 100－

５ pp205～210 

６月 

●稲畑耕一郎 「考古所の＜成果展＞ 天荒地老抄（１）」 出版ダイジェスト 1384 3p 

●小林春樹 「呉樹平著『秦漢文献研究』」 東洋史研究 50－１ pp170～178 

●常 玉芝 「殷商暦法研究論著目」 汲古 19 pp41～46 

●鈴木 稔 「保存科学ノート（10）中国科学技術考古学会設立に寄す」 帝京大学山梨

文化財研究所所報 13 

●弓場紀知 「中国陶磁史（番外）紀元前中国陶瓷展」陶説 459 pp76～82 

●李 均明著 角谷常子訳 「簡牘分類淺論 永田英正著『居延漢簡の研究』によせて」 

東洋史研究 50－１ pp150～157 

７月 

●杉本憲司 「外国考古学の動向（中国）」 日本考古学年報 42 (1989年度版） pp24～

28 

●長廣敏雄 「私の歩んだ道（３）」 古代文化 43－７ pp48～54 



８月 

●小川 誠 「二里頭文化の遺跡発掘報告をよむ」 東方 125 pp33～35 

９月 

●安 志敏 「北京時代の鳥居龍蔵先生」 考古学研究 38－２ 

●稲畑耕一郎 「歴博の新しい展示 天荒地老抄（２）」 出版ダイジェスト 1393 2p 

10月 

●河原正彦 「京都国立博物館特別展「日本人が好んだ中国陶磁」展によせて」 月刊文

化財 337 pp14～21 

11月 

●西江清高 「ベトナム考古研究所・ベトナム社会科学委員会国際協力部編集 量博満・

金子えりか日本語版監修 菊池誠一日本語版訳『Dong Son Drums in Viet Nam （ベトナ

ム銅鼓図録』」 上智史学 36 pp95～103 

●「日本における中国考古学関係文献目録(1990年）」 日本中国考古学会会報創刊号 

pp62～74 

12月 

●秋山進午 「平成２年度国際共同研究報告」 大手前女子大学論集 25 pp111～124 

●稲畑耕一郎 「北京大学の考古学 天荒地老抄（３）」 出版ダイジェスト 1405 

2p 

●大野 遼 「「ユーラシアの視点」と財団法人「ユーラシア文化センター」の創設」月刊

考古学ジャーナル 341 pp29～33 

●桜井清彦 「「中華人民共和国渉外事務管理規則」について」 日本考古学協会会報 115 

pp10～16 

●張 徳勤 「中国における文化財の保護と中日協力」 月刊文化財 339 pp34～39 


